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ノ%第 ＼2表二示スpク 選バ レタル乳幼児ノ・スベテ

ツ反慮陰性ナノ嗜 ノミデアツテ、感染海 ・早期 浸

潤、肺麗周園結核、肺尖結核等 ノ早期肺結核患者が

多イノデアル。第1例 ヨリ第5例 迄ハ感染源が咳1軟

ヲ訴ヘザル者、第6例 ヨリ第15例 迄ハ之ヲ訴 フル

者ニシテ、避難 ニツイテ8ケ 月以上28ケ 月、概悉_

狛 ク月頽 上24ケ 月二重ツテ年少家族ヲ観察シ「ツ」
き 　 み

反懸ヲ反復 ソノ陽性韓化ヲ追及 シタノデナル。咳

漱 ヲ訴ヘザ、憾 染源ヲ有 スル乳幼児(1-v)ニ ノ・

・一例ノ陽韓 モミズ、咳漱ヲ訴今夕ル感染源ヲ有 ス

ル乳幼児14名(班 一・XV>ヨ リハ1ケ年以上接鯛後

2名㌔(XW、XV)二 陽韓ヲ・ソノ中一名路蛮病ヲ

確 メタノデアル。假令此 ノ陽韓又ハ磯病ヲ家庭内

感染ノ駈爲二餓スルモ・後述 ノ如 ク學齢以下ノ炉

ユ:ユ00i
…3
.37.(一)兄 肺 結 核

1垂 劉)繹陣 夢前

ユ2ケ 月以 上

/

〆

{
ユ7,8・13・(併)1ユ6ケ 月 以 上

夢10.8.(苔)

18.2.ユ0.ガ フ キ ー1

晩　竃1紺 　

鞍 四間+五 鐘
五入'

〆

曳

態 ～

〆 ∴ 嬉

/覇

嚇 燧 抹搬 ナ欄 灘 舷r接 スル鵬 翻
に

へ

一年以内ニハ多数:ガ感染スルニ至ル事實 ト比較ス

ノけ うベ 犠 中蜘 ノ蘇 落ヲ見ル女・キ肺繊

ハ、咳漱 ヲ有スル場合 卜難 モ感染性 ノ極軽微ナ～レ
み ま

戸ヲ思
ハ シメル ノヂァル◇勿論 力 ・〃類 ノ感 染源ノ
　 じ が

病攣進行 シ喀湊中ノ菌量ヲ増加セバ、周囲ヘノ感

桑性ヲ冷頑 ハ第1表X鳳 瑞 厨ノ如身〆アル.

縛更二喀淡申二培養上集落敏1斜 面平均30欄 以上ヲ

常鐙 ス場 合一ノ'灘 ク剛 上ノ懸章襯 甑 二
八家庭内小児二十分感染性ヲ有スル事、新宮氏ノ

報告ノ通 りデアル ト考ヘラレル。(第1表X嘔 、

X皿 、XX例)

飲 禰 孚サ レタノ塗 抹検鏡陰性ナル澱 ロキ所謂
へら 、

閉鎖性肺結核ノ感染性ノ問題ハ、上述 ノ如ク培養
ゑ

法 ヲ利用ス難事 二 妻リ適切 二親 明 サ ジル ト信 ズ 、

21.

9



譲レ.感 染ノ鉄 定一當 ツテ感染源噛 量ノ多寡鍾 ∴ ノ、余ノ纐 一於テモB、C、G接 鰍 ツ鷹 鋤

要 ナィレ意義 ヲ有 スル トノLBemardの 原 則ハ是認

㌧セラ レネバ ナ ラx
◎simaぜf-Redekerガ 感 染菌量

ニ ョツ テGelegentlich3,schleichendeuttbetfallige

Augteckuzatfヲ 分 ケテ ヰル ノモ亦同様 ノ章義 ヲ含

メテヰル ト思 バ レル◎

(三)「ア レルヂー」前 期二就テ

結核 宙者 ガ宛亡 シ文 ハ隔離サ シタル際 £、 ソノ

家族 小兇 ノrツ 」反慮ガ樹陰性 ノ然態i二止 マツテ

ぞ、之 ヲ以 テソノ小見 ハ感染 ヲ発 カ レタ トスル事

ハ昧 ナイ◎蓋 シB融 烹ingノ イフ如ク、瀕死

ノ結搬 者ハ常 二翻 ノ含齢 蘇 ヲ櫛 シ・口

㌔

聯 ニノ・殆 瞠 』徽 菌 賄 スルヲ以テ食器ヲ汚
染 シ・衰弱ノ爲ニモノ・ヤ畷 ヲ購 二騨 シ御

ズ、絶ヘズ看護者ノ近接ガ必要 トナ リ、是等二理

由 シテ、 ソレ迄感染》冤 レテヰタ家族 モ、瀕死ノ

患者 ヨリノ大ナル感染 ノ危瞼二曝露サ レル結粟 ト

ナル。從 ツテ患者ノ死亡當時 「ツ」反慮陰性ナル

事ハ未感染ヲ表余スル者デハナク、換言セバ丁ア

しルギー」前期ヲ考慮 シテ槻察指導 ス ル ヲ要 ス

ル。(耽ノ際 ツ反慮槍査ヲ行 フ事以外 レ線瞼盗叉八
ら 　

喀褻乃至胃液訂リノ菌検揖等ニヨリテ感染 ヲ謎 シ
も

得 ル事 モ勿論Zル ◎余ソ経 験 ニ ヨ レバ各種病型

702名 ノ活動性結核 申16名 ハ2000倍 時 二100倍 液 ツ

反懸陰娃 デアツター 一未獲表ゆ)サ テ「ア レル ギー」

前期PraeallergiseheStadium(bi◎1◎gischeJnkubaL

tiOUgzeit-Hamburger)ノ 期 間 ハー-tUlaハ3乃 鄭 週

卜認 メ ラ レテヰル◎ ガ此 ノ期間 モ 「ア レル ギー」 ・

ヲ謹 スル方 法(皮 内反癒 バー・般 二皮脚反慮 ヨリ早 『

ク出現)ニ ヨリ、又感染 ノ強サ ニ ヨリ相違 スル。

(REmerGrUnertHamburger珈sゆBerth◎ ㌣ ・

etc)Bem面 ハ此 ノ期間 ハ不定 デァツテ数 日 ヨ
　 ゆ

リ敬週 二及tK肇 均3--5週 デ アツテ、 ソノ長 サハ
ーノ

感染菌蟄二反比例 シ、同時 二感染ノ重篤性 二反比

例スル、期聞ノ10日以内ナル時ハ死ノ韓齢 ガ豫想f
ごぼ

サ レ、2ケ月以上 ノ時 ハ進 展 シテモ死 二到 ラナイ ト

読 イテ居 リ、Ne㎜aud唆 け レル ギー」前期 ノ長

イ程豫後 ガ良妊 デアル ト唱 ヘ テ ヰ ル◎ トモァ レ

simanガ 感 染後11臥 ニ シテ皮内反慮 ガ、17日 ・:.

シテrピ ル クー」ヴ陽縛 セル例 ヲ「ア レル ギー」前期

ノ髄 ナ漁 例 暇 ジテヰ嬉 、又多クノ報{戴
;へ

儀,軸 翫

孚数二於テ3ク 服 ニノ暢 韓スル事ナ ドヨリ勾 ン

モ、「ア ゆ ギー」前期ヲ耀2一 樋 雌 定 シテ宜

シイ檬 デァル◎熊谷教授ハ家庭外感染 ハ恐 ラク極

メテ微弱ナノ憾 染ナノ決 ク、又緯 澄ガ け レルギ

円 鷹 ヲ薇 鵡 爲二趨 内二結核結飾城 生,
ヲ要 スベク、從ツテ本反慮ノ潜伏期ハ可成 リノ長

期例ヘバ数ゲ月以上へ及ン揚合 ノ アル事疑 ヒナ

イ、併嫁 族鹸 ノ感 灘 藤 ノ襟』ノ、澱 一
へ ぽ

オケル實験ノ如ク、又未感染看護婦生徒ガ入學後

2ゲ 月ニテ相嘗数陽韓スル事實ノ示ス如 〃、rア レ

ルギ』」醐 鰯2・ 日乃至朔 雅 定曇 キ

デアラウ ト述 べテ居 ラ レル◎顕磁erノ 報告 セ氷 、
な へ

6一 早 ケ月 トイフハ恐 ラク稀有 ノ事 デアラウ。サ リ

ナガ ラ島氏 モ述 プル如 ク實際臨床例 ニツイテ 「ア

レル ギー」前期 々閥 ヲ明確 ニ シウル機 會ハ多 クハ 。

ナイ檬一思フ!デ ァル誇 癖 一余ノ繍 倒鵜

ゲ レバ第3表 ノ如 クデアルo即 チ9家 族11例 ニ ヅ

イテ ノ槻 察デアル ガ、概t・2--3週 以 上2」3ケ 月、

長 ク滴 モ4ク 月ヲ以 テ 「ア レル ギー」前期 々聞 ト

推定 シ得!レ檬 デ アル◎ カ'1ル 調登 ハBe「na「dモ 述

べテヰル様 二例 ヘバ結核豫防託 見所 ニオケル絶封
く

隔 離ユ ヨリ、隔誰 以前 ノ接鯛歌況 ガ。隔 離後r知

何 二影響 スル カヲ観察 スル車 犠 ヨ リテ達 セラ レル

diノ デ、余 ノ/例モ殆 ド維 テ感 染源 ヨリノ隔 離二際 シ

テ行 ハ レ客声 ノデアルガ・調盗例 ノ僅少ナルヲ選

憾 トスル。俺感染源 ノ死亡後 モ家族乳幼魂○ ツ反

癒 ヲ敷 ケ月以上追及 セルハ17例 ヲ算 スルガ何 レモ

陽縛'ナ カツタd邸 チ4ケ 月以上 ノ「ア レノレギー」

醐 画ヲ少あ 嫁 族感染一於テノ縄 シナカツ
'タ

。 ・1:1

曹、

(四)接鰯期間ノ問題,

接鰯期間ノ考慮ハ主 トシデ次ノこ鍛 二聯關 シテ
筏

意義ヲ有スル◎

(イ)接 編期聞ガ長 イ程感染率ヲ昂メ且重篤二
き

至 ラ シ メ ノン◎1/
を

(η)結 核菌盤 ノ多イ程感染ヲ作ルノニ時間ガ

カ ・ラナイo

てロ)項 二就 テ ハ(二)二 論 ジタル如 ク第2表 ノ諸
は

例 ト弟4表 トヲ比較 シテモ看取 シ得 ル 所 デ ァツ
び

テ、之 二關 スル調庵 ハ(イ)項 二關 スル調 査 之共ユ

等

__一 一22-一 一

ノ



第3表 アレルギー前期例、短期間接鵤感染例、長期間接鰹未感染例
馨

∫

一　 町

ツベル ク リ ン反 感 、感 染 測 養 鰻 期 間 に 輔 ギ
紺

備 考『
ω
■

一u月 ♀ 1青鷺1 ↓1きil::∴ 噸 醜
・ユ06～ ユ20日

▽ 嘱
　

(2
- 呈悪推 鯛 母 肺糖 ユ5.7.23.(醜5 ユ6(膨88日

暫 、

一3月 舎
(帯/ユ=ユ00 16.4.23.大 豪 16。4.23. 、 ㌧、

斐覆㌻ 職_
・入 院

ユ0.死 亡 欝罫 喩
{

異 常 ナ シ(16。,4. 爆

一 一 一一一_梱_ 以後里子) 椀

(3・

一■

18議 」9.乱 一)'

7・30.(一)

伽

父 肺結核
培く+) 17.夏?…18〆

＼23～88日

窪

、
ユ5♂ ユo・ 、4.(併) 18烹8.入 院

! X像 異常ナシ 認一 一 驚.
　 一一

〔4)

■
6♀

ユ8・9.2.(一)

■:L7.(十)

18・8.2.(一)・ 滞

兄 肺 結 核
17.10.26.培(升)

12ユ8.

(16.夏?)

ユ7.6.硬 石 縫)

燈

23～ ㌣0日

ザ 域
の

凄働

猛♀

一一

ユ1.7.(併)㍗

X像 異 常 ナ シ 、
ガ フ キ ー1

18.7.10.

… ユ8疏 ユ0。
爆鳴

1ら) ユ7.ユ1・ユ1,(等 〉
一F■ ■L}一 螢

■
2∴3月 ♂

㍉

主訴一週索然慶陵歎 從兄 肺結核 一
X像 右肺門結核 ＼ ・

yi三ケ月軽快・

17.9亘6._17.鷺0.2.

(此 ノ 間 寄 留)

41日 以 内
無 爵、 慧

夢

∫

旨

領

f6}

■
6♂ 膳磯 鶏

叔父 肺結核
'

15.2.初 旬 …15.3.10.

(此 ノ 間 寄 留)

「

105可 以 内

才

玉 響 毒、
1搬 寧

寧

鉱 一 臥 ・

1ユ♀

更 二六 ケ 月後 軽 快
ユ5.6ユ3・(帯)

主 訴 無縫

4鼠 ∴

特

パ
t,

与

恥を 一・

3

室

x像 肺門結核,蚕遡 墓遡 快
肺 6

＼
㍉ 。 瀞 ㍉

署

/σ γ

■ 、

/」2月 ♀

ユ8、4.8.(卦)

主 訴 熱 爽 咳 漱

毎 脇 詰 犠
■8.3」8.入 院

㌦ ～

18.2.3.(出 生 り…

ユ8,3ユ8.

蹴22
～65日

～

動

気

筆

5.8」 死 亡
並

,一i嚇

{81

■ 嘱

18・5.31〈 甚)

主 訴 蕨痩

父 肺 結 核

‡8.4.18.死 亡

」

ユ8ユ.20.(出 生)…

…18 .4.ユ8. 41一 、42自レ
ヤ

調

ド'

一一4月 ♂ x像 初期浸潤 筆 嚇

急 ド蜘 献∵oo舞禦蝉 宛 而1粥 繭i駄=∴
、

㎜{瀞 へ 漸

蝿 ♀ ド.ユe鼎)降9鰭 発饒 ド鵬 繋 生〉¢口1響 馬

口③

,■

、一3月 ♀

ユ5.ユ0.3蒐 。9×8

蕃鰐磯 嶺

一

父 肺 結 核
ユ5.8ユ6.死 亡

鳶

15.8ユ1。(出 生)…

15.8.16.

戸 世

プ 品 評

悦(4)右 肺門結

犠職3購
軽快

ノ

α" ユ8.8。26。G仔) 兄 肺 結 核17。3ユ0詔 出生)…1

■ x像 肺浸潤 17。3.30.死 亡 ・ …17.3.3q
馨

　 !三間+五 塵三入一5♂ 巳 超過良好 i 1

"2} 粛 父 肺結核'■
17.7ユ ユ.(r), 診 騨6.9ユo。 纈 以前 ゾ 評 準家三間十三遵/

1一 ユヌ月♂ 18.5。5。(一) 16。9。19. 蓼ユ6.春 …16.ユ0。28。 牛 五人
ガ フキ ー鴨 (同 日父入院) 磁 搾

ユ7,2ユ8. 、

磁 16ユ2」8.(一) 叔父 肺結核 同居叔父今一名

■
一一3月 舎

ユ7。3.7美 一)

弐8。5ユ5で 一)㌦

診 断15.u.4。
ユ6.7.黛8.培(帯)

16。9.玖(出 生 〉 ・・

… ユ7。訊 ユ4.
昭16⑥ 以来早
期浸潤ニテ氣胸

L
17.9」4.死 ご へ 中

ω1↓6」2・23・(一)■}■7
・6・ユ6・(一)・

_3月 ♀182.猛3,(一)左 肺 門

父 肺 結 核

畿 病"蒸6.12.1
ユ9∴14・ ガ フ キ ー1

16・1(隠 。(出 生)…

ユ8.3。 頃 γ ・
腹

}18
.5.4/柵 う結 核 226。 〃 算 …

拶i

蒐

　 一 撃

一23__
㌦



の

曾テ之ヲ報告 シタノデ今ハ詳細ヲ略λル。實際結
ぜ

核 ノ感 染恥 、他 ノ念性鯨染病 ニ ミラル ・如 ク、人,
ノ

トノい ノ知 ラ燗 ノ極短期間ノ芦鰯ニヨリテ成立

スノげ 如 クニへ 成立 シ得ナイノデ♪ツテ短期間

ノ接濁デハ概ネ感染 昌ハ至 ラチイノデァル。然 ラ

バ ドレ輩 ノ接 鰯期間 ニ ヨツテ感 染 力夢 立 スル カ ト

イヘバ・Peyerハ36時 間 ニヲ・」)iet1ハ5日 間 ニテ

感染 セル例 ヲ報 ジ、Bernardハ 生後敏 日問1日3同 ㌦

.5分 間 ゾ ツ母親 二接賜 シタ後 二、及tf生 観48時 間 同,

様 母親 ノ側ニオ カ レタ瑛 二感染 セル例 ヲ報 ジテ ヰ

ル。余 」経験 二於 テハ1生後6日 間肺結 核 ノ父親 ト

ノ 接編 量 ヨリ遡 瑛恐 ラク2ク 月以内 二 「ツ」反鷹陽 。

性　 鋤 聴 蘇

ノ

タ

第4表 撫ネ常ma塗 抹陽憧ナル開蓼結核ノ1a
褐

歳以下家族 ノ感染歌態 一

燭 二訟 リ感染獲締 セル例(同11)寸 ヲ 皐 モ短期 間 乙

接燭 ニテ感染 セル例 トスル◎1ケ 月(同6、9)叉 ・

ハ1ケ 月孚(7)ノ 接 燭 ニテ感染獲病 セル例 モ4例 ヲ

経験 シタ。 岬

Bemardハ 乳 兄 ガ6ケ 月以上 ノ接鯛 ニテ感染 ヲ

》冤 カ レル事 ハ極 メテ例 外 デ、 ソ レハ他 ノ要素ザ好
は

都合 二作甫 ジテク レタ爲 デアル、又1ケ 月以内 ノ

接 鰯 ハ感染 ヲ起ス ノニ十分 デアル トイ フ事 モ例 外
メ サタ 　

デア～レ蛾 イテ勘 ・阪大西川爲雄氏ノ・結核母性

洞 居 セノ峨 剋 弊 ニツイテ撫 シ・生後6ケ 月

ヲヘテツ反嫁陽性 トナ ラザ ル ハ10名 ニス ギズ、且 ・
　 ぷ

11名 ハ1ケ 月迄 二、34名 ハ10ケ 月 迄 二死亡 シ蟹 ト報
　

ジテヰル◎余《喀疫 中』概ネ常二塗抹陽性ナル事
を ヤ

ノ確認耀 レタル蹄結核患者ノ家族ニシテ14歳 以下
み

ノ乳幼兇少年61名 ニツイテ感染駅態ヲ調奄 シ、感

藻 源ノ早期結核ナノ塒 ハ菌ノ謎サ レタル以後ノ期

献 叉ソレ競 鵬 擁ナ嚇 骸 購 湊ヲ訴一
サ

ル様 三ナ レル以後4期 間 ヲ、接 鯛期間 卜推定 シタs
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14QO名 ノ畿病率14%二 比 シ幾分高 イ ト考 ヘ ラ レ

ノ呼呈度 デアル◎17名 中14名 ハ接鰯凡 ソ孚 ク年 以上
ヒ る が

(推定)ニ シテ螢病 シタルモノデアヅテ、感染源 ノ

欺態明確ナル48例 ニツイテミルニ、配偶結核ノ綾

螢ハ、感染源ガ晩期結核ノ場合、而 シテソノ開放

性ナ ル揚合二限ラ レテヰ欺ノデアル。換言セバ夫

婦聞ノ結核績獲ハ感染源ノ歌態ガ蓬盤 二傾 キ且接
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前 期 ハ大略20週 以上 ノ例 二遭遇 シナ カツタ。サ レ
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